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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

· 月末の処理について、皆さんで協力して行って行きましょう。

· 温暖の差が激しいため、体調管理に注意をして下さい。

· 月末のリハプロ総括記載について、月を越えたら、4～5日以内に受け持ち担当が協力し入力をするようにして下さい。（受け持ち患者様の状況把握の意味と機械入力のため、なかなかパソコンが使えないため）

1ヶ月の各スタッフのリハプロ記録を、担当スタッフが総括します。

その後にリハプロスタッフが、プリントし、提出の段取りを実施していく。

· 日常生活支援能力　評価表記載について、月初めになったら、受け持ち担当が協力し

資料①の患者様情報（患者様氏名・生年月日・担当者Ns・Ｃｗ）の記載をお願いします。

＜患者様連絡事項＞

· 木村　梅子様～8月13日から、16日まで、本人からお盆外泊の申し出が出されています。

　　　　　　　　　　　弟様へスタッフからも確認して了解を得て行きます。（主治医可）

· 金沢　洋子様～8月7日（水）10時半から、15時半まで、本人から外出願いの申し出が

　　　　　出されています。ご家族からも確認し勧めて行きます。

　　

· 木村　義重様～シンラック液の残量が少なくなっていますが、金曜日の診察時に処方し　

て頂く予定です。

知識！！

シンラック液1本10ml

15滴で１mlの計算、となると、150滴の滴下で使い切る事になる「
＜注目患者様NCP評価＞

· 滝田　英人様～本日も、日課・プログラム等遅れ、声かけで参加しています。参加中も

居眠りが目立ち、声かけで参加促していますが、応じる事が出来ず、

「母が亡くなって納骨が済んでから、一向に姉から連絡がなくて、どうなってんだか、困ってんだ」と気に掛けた発言が聞かれています。

初盆なので必ず連絡があることを伝えると共に落ち着いて待つよう説明すると了解しています。不安・思いは傾聴しつつ注意して観察し、不穏な様子が見られた場合は適宜介入していきましょう。　

· 小笠原　禮子様～7月25日から、嘔気は消失されたため、ナウゼリン（消火器官用剤）

6Ｔ　3×食前薬が昨日の昼食前で飲みきり止めとなっています。　　　　　　　現在、体重34㎏、食思が薄く、本人の好む物を確認しながら、捕食を摂って頂いています。嚥下状態も悪く、ゆっくりと摂取してもらう様声掛け見守りしています。本人は「メロンが食べたい」と話しているため、日曜日買い物の際、購入する約束をしています。

床頭台の中のおやつ類（カステラ・えびせん）が、カビが発生していたり、しけっていたりしていることがありますので、関わった際はきちんと介入しましょう。

本日、副食（粗きざみ食）から、きざみ食への変更希望があります。明日の診察時、主治医へ情報提供し指示を仰いで行きます。

＜川端Drケースカンファ＞

· 滝澤　久江様～本日、朝の検尿結果、白血球2＋となっています。クラビット（抗菌剤）

　　　　　　　　　の処方はなく、昨日で飲み切り止めとなっています。

又、排便－3日目なく、主治医よりＧＥ120mlの指示あり施行している。

　　　　　　　　　　　すぐに反応便（普通便多量）に観られています。

予測指示として、排便3日目無い時は、ＧＥ120mlの指示が出ています。

· 木村　梅子様～8月13日から、16日まで、本人からお盆外泊の申し出が出されています。

　　　　　　　　　主治医より許可は出ていますが、弟様へスタッフからも確認して了解を得て行きます。

　　

＜OT一週間の報告・検討＞

・　稲垣　恵利子様～今週で学生さんがつくことが終了となり、「終わりですか」と寂しい顔をしています。一定の期間良い関係がお互い持てたようです。

　　　　　　　　　　本日、ОＴ症例発表会が16時から16時半まで、ОＴ室で行われます。

· 大釜　万知様～病棟とは違って、集団を意識した行動が見られず、発言もありませんで

した。

· 田名部　浩平様～集団を意識した行動が見られました。

· 小笠原　禮子様～精神的、身体的気分も動いたせいか、足のムズムズ感（アカシジアの

　　　症状）を訴える頻度が多く見られています。けっこう体力も消耗したと考えられます。

＜業務改善点検討＞

· 環境整備について、統合的な部分で夜間にということで実施することに辺り、限られた人数・時間での作業のため、リスクを考慮しつつ、工夫しながら勧めて行きます。

（業務変更には、多少のリスク管理は必要になる。そのリスクを最小限に防ぐ取り組み　

　は必要である）

· 深夜帯に出来なかった事と計画に沿った事は、日中にきちんと行うようにしましょう。

· ワックスかけも最低3人は必要となりますが、入る人数・準備するだけの気持ちの余裕が持てない状況であるため、どういうふうにやれば出来るか検討して行く必要があります。

